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・ ７月のドイツの貿易黒字（季節調整前）は９ヶ月振りの前年割れ（前年比▲5.6％）。季節調整後では

前月比＋2.2％と２ヶ月連続で黒字幅が拡大。輸出が前月比▲1.5％と３ヶ月振りに減少したものの、

輸入がこれを上回って減少（同▲2.2％）した結果、収支尻が改善した。 

・ 4-6月期平均と比較した７月の貿易黒字は＋5.3％。だが、輸出入価格を仮置きした実質貿易収支は、

四半期換算のトレンドに相当する３ヶ月前比年率値でマイナス圏入りがほぼ確実な状況（右図）。

８・９月の実質収支が前月比で平均＋7.4％以上の大幅改善が続かない限り、９月時点の３ヶ月前比年

率値はマイナス圏にとどまる計算。7-9月期ＧＤＰの外需寄与度がプラスとなるのは至難の業と言える。 

・ 昨晩の受注統計でも確認された通り、世界的な景気減速の影響はドイツの輸出需要に徐々に影を落と

しつつある。中国を始めアジア向け需要の堅調が下支えすると見られるが、年前半のハイピッチな輸

出拡大からのペースダウンは必至。 

■ドイツ：貿易収支と輸出入（季調値） ■ドイツ：実質貿易収支とＧＤＰ外需寄与度

注：実質貿易収支は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。
出所：ドイツ連邦統計局、ドイツ連銀 　　外需寄与度は前期比年率寄与度。

出所：ドイツ連邦統計局、ドイツ連銀
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■ドイツの貿易収支

2009 2010 2010
3Q 4Q 1Q 2Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月

名目貿易収支 （季調値、10億ﾕｰﾛ） 34.0 44.1 34.7 36.2 12.0 13.2 13.2 10.6 12.4 12.7
（前期比、％） 7.6 29.7 -21.4 4.3 27.5 10.1 -0.5 -19.5 17.3 2.2
（前年比、％） -18.4 29.7 36.7 17.0 42.6 46.5 35.6 0.9 15.1 -5.6

名目輸出 （前期比、％） 5.5 4.4 3.4 9.4 4.2 10.6 -5.1 7.9 3.7 -1.5
名目輸入 （前期比、％） 5.1 -0.7 9.9 10.4 0.5 10.7 -6.1 13.7 1.6 -2.2

実質貿易収支 （季調値、10億ﾕｰﾛ） 33.0 40.6 33.7 37.0 12.6 12.7 13.7 12.1 11.2 －
（前期比、％） 9.1 23.1 -17.2 10.0 51.9 0.8 7.5 -11.2 -7.7 －
（前年比、％） -36.0 5.2 39.0 24.8 61.2 46.4 45.0 23.6 10.0 －

実質輸出 （前期比、％） 5.4 4.7 1.7 8.2 4.9 10.4 -5.8 7.5 2.5 －
実質輸入 （前期比、％） 4.7 1.1 6.2 7.8 -1.9 12.6 -8.4 11.9 4.4 －

出所：ドイツ連邦統計局、ドイツ連銀  


